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HII I Il川II 広報かなぎ ② 

l、1、ll1 

町民の皆さんの 

潤いと安らぎを守る 

新
年
度
予
算
は
、
国
が
示

す
地
方
財
政
計
画
が

一
段
と

厳
し
い
中
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
守
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。
 

ご
存
じ
の
と
お
り
、
景
気

低
迷
の
影
響
に
よ
り
非
常
に

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
政

策
を
講
じ
、
各
種
の
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
九
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
十
二
億
八
百
六
十

万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
二
億
五
千
三
百
八

十

一
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
 



使用料及び手数料 
79,864 (1.5%) 

その他 145,653 (2.9%) 繰入金 
179,019 
(3.4%) 

地方交付税 
2,552,000 
(49.0%) 

歳 入 

5,208,600 
（前年度当初予算 

5.462.416) 
町り，、 単位】千円 

、、」 (78.2%) 

町 債 
777,7(X) 
(14.9%) 

③ 広報かなぎ mHmmHI・ 

今年度の主な事業別 
【単位】千円】、（ ）は前当初予算 

★衛 生 

"l．「『 

IN 

費 	743,840 	(1, 100,807) 
一 	 ‘一般廃棄物最終処分場 

．b 	 機械整備事業 	26,250 

薫難蕪 
★民 生 

麟難整備議業事業卿 

費 	717,215 	(675,099) 

★総 務 

‘一 	,「ゾ’与‘・ 

’慧乙 
’ 

費 	643,704 (652,461) 

	

一“， 	・高圧ケーブル改修エ事費 L103 

	

"4奪ニ二；, 	・交通安全対策事業 	2,8叩 

~’ 

★農林水産業費 
』奮り” 

600,168 	(405,668) 
・広域農道整備事業 	11,427 

輪●：;IIiiIlll16,89079.900 

臓器器 
★教 育 	費 	510,543 (499,745) 

観 	
鰯ミ「鰻曹糞鵬 

★商 ：L 

嚇鯵 

費 	337,550 (185,66D 

鱗難鷺磯 
'mu ~． 

★消 	防 	費 	295,044 (294,195) 

鳥，一入h 	消防施設整備事業 	2.100 

ゲ叱『か⑥ノ 

★そ 	の 	他 	827,687 (794,833) 

国庫支出金 245,138 (4.7%）ー 

地方譲与税 85,0(X) (1.6%)-

そ の 他 82,0(X) (1.6%) 

特 別 会 計 
（単位】千円） 

国民健康保険特別会計 1,292,775 

老人保健特別 会計 1,093,907 

農業集落排水事業特別会計 282 

水 道 事 業 会 計 283, 500 

平成9年度ー般会計予算は 

52億860万円 

町民一人当り納める税額 
（単位】円） 

町 民 税 24,898 

固 定 資 産 税 28, 111 

軽 自 動 車 税 1,331 

町 た ば こ 税 4,334 

計 57,927 

※ 1人当りの金額は、 1月末現在の町の人口 

12,460人で計算したものです。 



収
入
役
鳴

海

義

男
氏
 

再
 
任
 

芦
野
公
園
で
 

ほ
っ
と

ひ
と
休み
 

木
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
 

四
期
務
め
る
。
こ
の
間
に
監
査
委

員
、
津
軽
北
部
老
人
福
祉
組
合
議

会
議
員
、
総
務
企
画
常
任
委
員
長
、
 

副
議
長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
、
 

農
業
委
員
な
ど
を
歴
任
。
平
成
五

年
に
は
収
入
役
に
就
任
し
、
こ
の

度
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
 
「町
の

金
庫
番
と
し
て
、
更
に
精
進
し
、
 

町
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し

た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
 

（
五
十
三
歳）
 

芦
野
公
園
の
梅
園
隣
に
新
し
く

休
憩
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

芦
野
公
園
に
は
県
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
の
団
体
が
訪
れ
る
た

め
、
雨
天
の
た
め
の
休
憩
所

・
昼一

食
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
観
光
施

設
整
備
事
業
と
し
て
芦
野
公
園
休

憩
施
設
整
備
工
事
を
昨
年
十
月
か

ら
工
事
着
工
。
総
事
業
費
千
六
十

万
九
千
円

（
内
 
県
補助
金
五
百

万
円
）
を
か
け
て
今
年
一
月
に
完

成
し
た
も
の
で
す
。
 

九
十
八
2m
の
床
面
積
に
開
閉
自

在
の
電
動
可
動
シ
ー
ト
の
屋
根
、
 

そ
し
て
木
製
の
テ
ー
ブ
ル
十
個
に

長
椅
子
二
十
個
と
最
大
百
人
が
収

容
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
に
な
っ
て
お

り
、
誰
で
も
利
用
可
能
で
す
。
 

桜
ま
つ
り
に
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
桜
を
眺
め
な
が
ら
ち
ょ
っ

と
一
息
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
、つ
。
 

・IHIII 111111川広報かなぎ ④ 

第
百
五
十
九
回
町
議
会
定
例
会

が
三
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
 

鳴
海
義
男
収
入
役
選
任
に
つ
い
て

の
人
事
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

鳴
海
氏
は
、
昭
和
五
十
五
年
金
 

▲鳴海義男収入役 



p.V 者21人授与 8 年度金木,l蓋宴 

※
褒
賞

規

則
 

第
三
条
第
四
号
 

任
命
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
 

選
任
さ
れ
て
各
種
委
員
な
ら
び
に
助
役
、
 

収
入
役
の
職
に
あ
っ
て
十
二
年
以
上
在
 

職
し
た
者
 

第
四
条
第
一
号
 

教
育
、
学
術
、
芸
術
お
よ
び
体
育
等
 

文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
 

特
に
優
れ
た
者
 

第
四
条
第
三
号
 

産
業
、
経
済
、
土
木
お
よ
び
交
通
等

の
振
興
発
達
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

特
に
優
れ
た
者
 

第
四
条
第
四
号
 

社
会
の
福
祉
、
民
生
の
安
定
な
ら
び

に
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
、
そ
の

功
績
が
特
に
優
れ
た
者
 

第
四
条
第
五
号
 

貯
蓄
、
納
税
、
消
防
お
よ
び
統
計
に

つ
い
て
著
し
く
貢
献
し
、
ま
た
は
優
れ

た
成
績
を
あ
げ
た
者
 

第
三
回
日
米
相
撲
選
手
権
ハ
ワ
イ
大
会
 

新
岡
君
と
松
尾
君
 

惜
し
く
も
ベ
ス
ト
8
な
ら
ず
 第 3回日米相撲選手権ハワイ大会が米国ハワイ州ホノルル市で 

3月13日から18日まで開かれ、日本代表10人のジュニアの内、金
木小学校6年の新岡秀一君⑥と松尾大志君の二人が参加しました。 
この大会は、相撲の普及と日米文化の交流を目的に1995年から

開かれ、第2回大会からジュニア選抜も参加しているもの。 
15日に行われた大会ではジュニアの個人戦に出場した2人は惜

しくも 3回戦で敗退。 
試合を振り返って新岡君と松尾君は「小学生最後の試合だった

ので残念」 「でも自分の相撲はとれた。中学生になっても相撲は
続ける」と話していました。 

平
成
八
年
度
金
木
町
褒
賞
授
与

式
が
三
月
十
二
日
、
商
工
会
館
で

行
わ
れ
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に

寄
与
し
た
自
治
功
労
褒
賞
と
特
跡

功
労
褒
賞
者
合
わ
せ
て
二
十
一
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で

は
、

田
中
町

長
が
 

「各
位
に
は
、
町
発
展
の
業
績
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
自
治
功
労
褒
賞
二
人
 
 と

特
別
功
労
褒
賞
十
九
人
に
褒
賞

状
が
手
渡
さ
れ
受
賞
者
を
代
表
し

て
金
木
の
葛
西
文
昭
さ
ん
が

「受

賞
を
契
機
に
更
に
決
意
も
新
た
に

町
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
尽
力

し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

（敬
称
略
）
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規
則
第
「
夏
木
第
四
号
 
 

角
田
 
良
逸
（
固
定
資
産
評
価
 

審
査
委
員
の
功
労
）
 

奈
良
 
勝
美
（
同
）
 

⑨
特
別
功
労
褒
賞
 

ニ
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
一
号
 

葛
西
 
文
昭

（
体育
協
会
役
員
 

の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

秋
元
喜

一
郎

（
交通
安
全
 

の
功
労
）
 

松
橋
 
富
秋

（
同
）
 

斉
藤
 
義
雄
（
防
犯
の
功
労
）
 

今
  

義
行
（
町
内
事
業
所
 

永
年
勤
続
）
 

今
  

兼
雄
（
同
）
 

津
島
  
智
麿

（
同
）
 

古
川
 
正
美
（
同
）
 

成
田
  
和
子

（
同）
 

山
田
  
カ
チ

（
同
）
 

三
上
 
直
栄

（
同
）
 

白
川
 
ト
ミ
（
同
）
 

長
尾
 
久
雄

（
金木
農
協
役
員
 

の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号

津
島
 
タ
マ
（
保
健
の
功
労
）
 

松
浦
 
修
（
献

血
協
力
者
）
 

松
川
 
久
美

（
同）
 

沢
田
 
茂
秀
（
同
）
 

外
崎
 
雅
己

（同
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

土
岐
 
俊
一
 
（
消
防功
労
）
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ト
毎
日

通
っ
た
道
を
き
れ
い
に
 

六
年
間
の
 

感
謝
を
 

込
め
て
 

三
月
二
十
一

日
、
川
倉
小
学
校
 

（
校長
H

天
内
織
雄
）
の
六
年
生

の
児
童
生
徒
十
六
人
が

同
小
学
校

通
学
路
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
な
い
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
三
月
二
十
四
日
の
卒
 

業
式
を
前
に
六
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
通
学
路
に
感
謝
の
気
持
ち
と

き
れ
い
な
通
学
路
を
歩
い
て
卒
業

式
を
迎
え
よ
う
と
清
掃
し
た
も
の

で
す
。
 

児
童
等
は
デ
レ
キ
や
ゴ
ミ
袋
を

片
手
に
楽
し
か
っ
た
思
い
出
話
し

を
し
な
が
ら
学
校
前
か
ら
藤
枝
地

区
ま
で
を
歩
き
、
冬
の
間
捨
て
ら

れ
た
細
か
い
ゴ
ミ
か
ら
、
大
き
な

ゴ
ミ
ま
で
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
ま

し
た
。
 

清
掃
し

て
待
つ
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
連
絡
協
議
会
 

（
会長
H

成
田
亀
逸
）
と
さ
わ

や
か
グ
ル
ー
プ

（代
表
廿
小
山

内
ト
シ
エ
）
の
男
女
二
十
人
が

三
月
十
九
日
、
道
路
の
空
き
缶

や
紙
ク
ズ
を
拾
い
集
め
て
い
ま

し
た
。
 

彼
岸
の
中
日
を
前
に
、
成
田

会
長
等
が

「道
路
が
汚
く
て
先

祖
の
霊
が
引
き
返
し
て
は
大
変
。
 

道
に
迷
う
事
な
く
、
気
持
ち
良
 

く
真
っ
直
ぐ
お
墓
ま
で
帰
れ
る
よ

う
に
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
、
三
班
に
分
か
れ
た
参

加
者
は
、
国
道
三
三
九
号
線
の
嘉

瀬
か
ら
川
倉
入
り
口
ま
で
、
芦
野

公
園
か
ら
奏
の
河
原
ま
で
の
広
い

範
囲
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
 

雪
解
け
の
後
と
あ
っ
て
空
き
缶

や
紙
ク
ズ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
落

ち
て
い
る
大
変
さ
と
春
の
陽
気
で

皆
さ
ん
心
地
良
い
汗
を
か
い
て
い

ま
し
た
。
 

春
彼
岸
 

▲捨てた空き缶・拾わなければ… 

ト職 業 海上自衛隊 
横須賀勤務 

ト氏 名 白 川 靖 
ト年 齢 39歳 
ト出身地 金木町沢部 
ト家 族 4人家族（妻、子供2人） 
L 	  

金
木
町
の
皆
さ
ん
始
め
ま
し
て
、
 

又
沢
部
及
び
同
級
生
の
皆
さ
ん
元
気

で
お
過
ご
し

で
す
か
。
 こ
の
度
、
 

「広
報
か
な
ぎ
」
近
況
報
告
依
頼
を

受
け
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

思
え
ば
私
は
、
幼
い
頃
か
ら
海
が

好
き
で
自
転
車
を
乗
り
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
に
は
、
近
所
の
仲
間

と
一
緒
に
近
く
の
海
の
高
山
や
十
三

湖
に
自
転
車
で
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
広
い
水
平
線
に
浮
か
ぶ
船
を

眺
め
て
い
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
 

船
乗
り
に
な
る
事
を
意
識
し
始
め
た

の
も
そ
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

今
は
、
好
き
な
船
乗
り
の
職
に
就

け
て
満
足
感
の
あ
る
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
が
、
海
上
自
衛
隊
に
お
い
て

は
、
毎
年
の
よ
う
に
リ
ン
パ
ッ
ク
や

派
米
訓
練
が
あ
り
約
三
か
月
間
の
ア

メ
リ
カ
長
期
出
港
行
動
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ

と
に
な
り
、
昔
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
た
 

頃
の
父
親
と
同
じ
心
境
が
、
今
の
船

乗
り
の
仕
事
に
多
少
辛
さ
を
感
じ
る

事
が
あ
り
ま
す
。
 

今
現
在
の
楽
し
み
は
家
族
が
寝
た

後
で
の
熱
帯
魚
の
観
賞
で
す
。
最
近

で
は
騨
化
に
も
成
功
し
水
槽
も
増
え
、
 

こ
づ
か
い
の
大
半
が
趣
味
に
つ
ぎ
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

今
ま
で
い
ろ
ん
な
地
域
を
見
聞
し

て
き
ま
し
た
が
、
何
時
、
何
処
へ
行

っ
て
も
最
初
に
比
較
す
る
の
は
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
金
木
町
の
事
で
す
。
 

年
間
を
通
じ
四
季
と
り
ど
り
の
イ
ベ

ン
ト
を
持
つ
、
金
木
町
は
自
分
に
と

っ
て
世
界
一
の
故
郷
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「広
報
か
な
ぎ
」
 

を
通
じ
、
町
の
発
展
と
出
来
事
を
楽

し
み
に
、
共
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

又
、
海
上
自
衛
隊
に
も
是
非
、
金

木
町
出
身
者
の
隊
員
が
増
え
ま
す
よ

う
に
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
ち

の
で

き
こ

と
 

I'll" 川田広報かなぎ ⑥ 


